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今月の主な内容

■第23回　参議院議員通常選挙 Ｐ２
■後期高齢者医療制度のお知らせ Ｐ４
■乙訓地域要約筆記講座に参加しませんか Ｐ６
■父子家庭が医療支給制度の対象になりました Ｐ６
■夏の節電にご協力ください Ｐ７

へい、らっしゃい！
【６月８日土　いきいき朝市にて】
　町内の農家の皆さんが中心となって、毎週土曜日に開催しているいき
いき朝市。円明寺脇山広場には、販売開始前の時間にもかかわらず、す
でに40人ほどの列ができていました。
　梅雨入り時期に雨が少なく、「今回は不作やった。」ということもあり、
品ぞろえは豊富とは言えませんでしたが、店先には立派な大根や玉ねぎ、
なすなどが並びました。7月13日には夏野菜まつりを開催予定。土曜日
の朝、あなたも少し早起きしてみませんか？
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第
１
投
票
所

大
山
崎
ふ
る
さ
と

セ
ン
タ
ー

第
２
投
票
所

大
山
崎
町
役
場

（
１
階
ロ
ビ
ー
）

第
３
投
票
所

円
明
寺
が
丘

自
治
会
館

第
４
投
票
所

下
植
野
集
会
所

問＝大山崎町選挙管理委員会（総務課内）☎956-2101（内327）

第 回

　第23回参議院議員通常選挙は、７月21日日に執行されます。今後の
国政を決定する重要な選挙です。一人ひとりが与えられた１票の権利
を慎重に正しく行使しましょう。

7月21日日午前７時～午後８時

注
意
！

　
今
回
の
選
挙
で
は
、
本
年

７
月
３
日
を
基
準
日
と
し
た

選
挙
人
名
簿
を
用
い
ま
す
。

　
本
年
４
月
４
日
以
降
に
本

町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
こ

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

な
い
た
め
、
本
町
で
は
投
票

で
き
ま
せ
ん
。
投
票
の
仕
方

な
ど
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

投
票
で
き
る
人

　
大
山
崎
町
で
投
票
で
き
る
の

は
、
投
票
日
当
日
に
選
挙
権
を
有

し
、
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
で
す
。

○ 

平
成
５
年
７
月
22
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

○
日
本
国
民
の
方

○ 

平
成
25
年
４
月
３
日
以
前
に
大

山
崎
町
に
住
民
登
録
（
転
入
届

出
）
を
し
た
方

　

不
在
者
投
票

　
大
山
崎
町
以
外
の
市
区
町
村
に

滞
在
中
の
方
や
、
病
院
・
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
に
入
所
中
の
方
は
、「
不

在
者
投
票
」
が
で
き
ま
す
。
投
票

期
間
は
、
７
月
５
日
金
〜
20
日
土

で
す
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
重
度
の
身
体
障
が
い
な
ど
で
外

出
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
自
宅

で
投
票
し
郵
送
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
公
報

　
選
挙
公
報
は
、
選
挙
期
日
２
日

前
（
７
月
19
日
）
ま
で
に
各
戸
に

配
布
し
ま
す
。

　
届
か
な
い
場
合
は
、
至
急
、
選

挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
下
記
の
町
内
の
公
共

施
設
に
も
置
い
て
お
き
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
で
も
お
取
り
い
た
だ

け
ま
す
。

選
挙
公
報
を
備
え
置
く

町
内
の
公
共
施
設

○
大
山
崎
町
役
場

○
中
央
公
民
館

○
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

○
保
健
セ
ン
タ
ー

○
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
長
寿
苑
」

○
町
体
育
館

○
円
明
寺
が
丘
自
治
会
館

　

開
票

と
き
＝
７
月
21
日
日
午
後
９
時
か

らと
こ
ろ
＝
町
体
育
館

　

選
挙
の
結
果

　
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
本
誌
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

公
職
選
挙
法
等
が

　

改
正
さ
れ
ま
し
た

　
公
職
選
挙
法
等
が
一
部
改
正
さ

れ
た
こ
と
で
、
今
回
の
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
で
は
こ
れ
ま
で
の
選

挙
か
ら
主
に
２
つ
の
変
更
点
が
あ

り
ま
す
。

　

投
票
所

　
本
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
投
票
日
当
日
、

選
挙
権
を
有
し
て
い
る
人
は
、
投

票
所
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て

い
る
次
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま

す
。

　

期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
外
出
な

ど
の
予
定
の
あ
る
人
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

と
き
＝
７
月
５
日
金
〜
20
日
土

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

（
期
間
中
は
土
日

も
投
票
で
き

ま
す
）

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
町
役
場
３
階
防

災
会
議
室

持
物
＝
投
票
所
入
場
整
理
券
（
は

が
き
）

※
印
鑑
は
不
要

　

投
票
の
順
序

　
今
回
の
選
挙
で
は
、
選
挙
区
選

出
議
員
選
挙
・
比
例
代
表
選
出
議

員
選
挙
の
２
つ
の
投
票
が
あ
り
ま

す
。
投
票
は
①
選
挙
区
選
出
議
員

選
挙
、
②
比
例
代
表
選
出
議
員
選

挙
の
順
に
行
い
ま
す
。

　

入
場
整
理
券

　
７
月
５
日
ま
で
に
投
票
所
入
場

整
理
券
（
は
が
き
）
を
各
戸
配
布

し
ま
す
。

　
入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た

り
、
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
本
町

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
か

つ
投
票
日
当
日
選
挙
権
を
有
し
て

い
る
人
は
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
で
き
る
人

　

投
票
で
き
る
人

　

不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票

　

選
挙
公
報

　

選
挙
公
報

　

開
票

　

開
票

　

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

選
挙
の
結
果

　

投
票
所

　

投
票
所

　

期
日
前
投
票

　

期
日
前
投
票

　

投
票
の
順
序

　

投
票
の
順
序

　

入
場
整
理
券

　

入
場
整
理
券

① 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

選
挙
運
動
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

　
平
成
25
年
５
月
26
日
以
後
、
初

め
て
公
示
さ
れ
る
国
政
選
挙
の
公

示
日
以
降
に
、
公
示
・
告
示
さ
れ

る
国
政
選
挙
お
よ
び
地
方
選
挙
で

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
お
よ
び
電
子

メ
ー
ル
を
使
っ
た
選
挙
運
動
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
総
務

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　 h
ttp
://w

w
w
.so
u
m
u
.

g
o
.jp

/
s
e
n
k
y
o
/

senky
o_s/naruh

od
o/

naruhodo10.htm
l

② 

成
年
被
後
見
人
の
方
の
投
票

が
可
能
に
な
り
ま
し
た

　
平
成
25
年
６
月
30
日
以
後
、
公

示
・
告
示
さ
れ
る
選
挙
で
、
今
ま

で
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
が
制

限
さ
れ
て
い
た
成
年
被
後
見
人
の

方
の
投
票
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
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平
成
25
年
度
の
保
険
料
額
や
納
付
方
法
の
通
知
書
な
ど

を
、
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

※ 

今
年
６
月
１
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
な
ど
で
制
度
に
加
入

し
た
方
へ
は
、
８
月
以
降
に
順
次
送
付
し
ま
す

※
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
と
は
別
に
送
付
し
ま
す

　

１
．
保
険
料
の
納
付
方
法
は
２
種
類

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、「
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別

徴
収
）」
と
「
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
払
い
（
普
通
徴
収
）」

で
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
原
則
「
年
金
か
ら
の

天
引
き
」
で
、
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
１
）
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
原
則
）

　 

　
年
金
の
支
給
月
に
、
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま

す
。（
年
に
６
回
）

（
２
）
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
払
い
（
例
外
）

　 

　
７
月
〜
翌
年
３
月
ま
で
の
９
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
25
年

７
月
31
日
水
で
す
。
８
月
１
日
木
以
降
の
新
し
い
被
保
険
者

証
を
、
７
月
上
旬
に
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

　

１
．
新
し
い
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

色
＝
こ
れ
ま
で
の
「
桃
色
」
か
ら
「
緑
色
」
に
変
更

有
効
期
限
＝
平
成
26
年
７
月
31
日

※ 

保
険
料
を
滞
納
し
、
納
付
相
談
に
応
じ
な
い
方
に
は
、
役

場
窓
口
で
有
効
期
間
の
短
い
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

２
．
医
療
機
関
窓
口
で
の
負
担
割
合

一
般
＝
１
割

現
役
並
み
所
得
者
＝
３
割

　
世
帯
内
の
75
歳
以
上
（
65
歳
以
上
の
障
害
認
定
の
方
を
含

む
）
の
、
平
成
24
年
中
の
所
得
を
も
と
に
判
定
し
ま
す
。
負

担
割
合
が
３
割
の
方
で
、
収
入
額
が
一
定
の
条
件
を
満
た
す

場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と
で
負
担
割
合
が
１
割
に
な
り
ま

す
。
該
当
者
に
は
保
険
証
に
書
類
を
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

３
．
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
へ

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
、
医
療
機
関
窓
口
で
支
払

う
医
療
費
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の
食
事
代
が
減

額
さ
れ
る
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が

交
付
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
認
定
証
を
持
っ
て
い
て
引
き
続
き
要
件
に
該

当
す
る
方
に
は
、
新
し
い
認
定
証
を
被
保
険
者
証
と
一
緒
に

送
付
し
ま
す
。
継
続
の
申
請
は
不
要
で
す
。

　
新
規
に
必
要
な
方
は
、
役
場
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、
被
保
険
者
証
に
同
封
す
る
お
知
ら
せ
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

被
保
険
者
証（
保
険
証
）を
一
斉
に
更
新
し
ま
す

被
保
険
者
証（
保
険
証
）を
一
斉
に
更
新
し
ま
す
〜
７
月
上
旬
〜

保
険
料
の
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
〜
７
月
中
旬
〜

〜
７
月
中
旬
〜

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

問
＝
健
康
課
保
険
医
療
係
　
☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
１
２
８
）

　
次
の
①
〜
③
の
方
は
、
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
払
い
に

な
り
ま
す
。

① 

「
年
金
天
引
き
」
か
ら
「
口
座
振
替
」
に
変
更
を
希
望
す

る
方
。（
保
険
料
の
滞
納
の
な
い
方
）

　
… 

申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

②
基
礎
年
金
額
が
18
万
円
未
満
の
場
合
や
、
保
険
料
額
と
介

護
保
険
料
を
合
わ
せ
た
額
が
基
礎
年
金
額
の
１
／
２
を
超

え
る
方
。

　
…
申
請
は
不
要
で
す
。

③
平
成
25
年
２
月
２
日
以
降
に
75
歳
に
な
っ
た
方
。

　
… 

７
月
か
ら
一
定
期
間
は
、
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
で

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。一
定
期
間
経
過
後
、

口
座
振
替
な
ど
か
ら
年
金
天
引
き
に
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
の
方
に
は
個
別
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

  

口
座
振
替
が
お
ス
ス
メ

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
防
ぎ
、
金
融
機
関
な
ど
へ
出
向
く

手
間
が
省
け
ま
す
。
詳
し
く
は
送
付
す
る
通
知
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関
】

▼
京
都
銀
行
▼
京
都
中
央
農
業
協
同
組
合
▼
み
ず
ほ
銀
行
▼

り
そ
な
銀
行
▼
池
田
泉
州
銀
行
▼
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
▼
京

都
信
用
金
庫
▼
京
都
中
央
信
用
金
庫
▼
近
畿
労
働
金
庫
▼
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

注
意
！
＝
口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
に
は
、
当

該
期
間
分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
。
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
．
年
間
保
険
料
の
算
定
方
法

　
平
成
25
年
度
の
年
間
保
険
料
は
、
次
の
と
お
り
算
定
さ
れ

ま
す
。（
前
年
と
変
更
な
し
）

※
年
間
保
険
料
の
上
限
額
は
55
万
円

※ 

年
度
途
中
に
加
入
し
た
方
は
加
入
月
数
に
応
じ
て
、
月
割

で
算
定

　

３
．
保
険
料
の
軽
減
（
申
請
不
要
）

○ 

所
得
の
低
い
方
は
、
均
等
割
額
を
軽
減
し
て
い
ま
す

　 

　
こ
の
軽
減
は
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
方
に
は
適
用

で
き
ま
せ
ん
。
所
得
が
無
い
方
で
も
確
定
申
告
を
し
て
い

な
い
方
（
※
２
）
は
、「
地
方
税
申
告
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
※
２
）
税
法
上
の
扶
養
親
族
に
該
当
す
る
方
や
、
公
的

年
金
等
に
よ
る
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下
で
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
申
告
不
要
で
す
。

○ 

制
度
加
入
直
前
に
、
社
会
保
険
の
扶
養
親
族
な
ど
で
あ
っ

た
方

　 

　
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
の
で
、
送
付
す
る
通
知
書
を
よ

く
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

４
．
災
害
を
受
け
た
方
の
保
険
料
の

　
　

減
免
・
徴
収
の
猶
予

　
次
の
よ
う
な
事
情
で
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、

申
請
す
る
こ
と
で
保
険
料
が
減
免
・
徴
収
猶
予
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
震
災
、
風
水
害
等
の
災
害
を
受
け
た
場
合

▼
被
爆
者
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合

▼ 

世
帯
主
の
死
亡
や
失
業
、
退
職
、
事
業
廃
止
、
疾
病
な
ど

で
著
し
く
所
得
が
減
少
し
た
場
合

　

５
．
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
分
納
な
ど
状

況
に
あ
わ
せ
た
対
応
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
滞
納
の

ま
ま
に
せ
ず
に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

６
．
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
…

　
特
別
な
理
由
も
な
く
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
、
被

保
険
者
証
の
返
還
や
短
期
被
保
険
者
証
ま
た
は
資
格
証
明
書

の
交
付
、
滞
納
処
分
（
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
）
の
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※ 

そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
、
保
険
料
の
通
知
書
に
同
封
す
る
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
均
等
割
額
（
４
６
，
３
９
０
円
）

　
保
険
料
額
＝　
　
＋

　
　
　
　
　
　
　
所
得
割
額
（
※
１
）

　
　
（
※
１
）
所
得
割
額
…
（
前
年
中
の
総
所
得
金
額
等
―
33
万
円
）

　
　
　
　
×
所
得
割
率
（
９
・
12
％
）

（１）年金からの天引きの場合
４
月

平
成
25
年

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

平
成
26
年

２
月

３
月

年
金
天
引

年
金
天
引

年
金
天
引

年
金
天
引

年
金
天
引

年
金
天
引

（２）口座振替または納付書払いの場合
４
月

平
成
25
年

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

平
成
26
年

２
月

３
月

口
振
な
ど

口
振
な
ど

口
振
な
ど

口
振
な
ど

口
振
な
ど

口
振
な
ど

口
振
な
ど

口
振
な
ど

口
振
な
ど

仮徴収済の保険料 今回お知らせする保険料
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省
エ
ネ
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ

　
夏
の
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
日
頃
か
ら
節
電
へ
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
の
夏
、
関
西

電
力
管
内
で
は
事
業
者
や
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
節
電
の
ご
協
力
が
あ
れ
ば
、

電
力
不
足
に
な
ら
な
い
見
通
し
で
す
。

　
引
き
続
き
、
無
理
な
く
節
電
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

目
標
＝
９
％
削
減
（
昨
年
並
み
）

※ 

平
成
22
年
の
夏
と
比
べ
て
９
％
削
減

※ 

高
齢
者
や
乳
幼
児
、
体
調
が
悪
い
方

が
い
る
ご
家
庭
で
は
、
健
康
上
支
障

の
な
い
範
囲
で
節
電
を
お
願
い
し
ま

す
期
間
＝
７
月
１
日
月
〜
９
月
30
日
月
の

平
日

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
（
８
月
13
日
火

〜
15
日
木
を
除
く
）

問
＝
経
済
環
境
課
清
掃
環
境
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
２
４
５
）

問
＝
福
祉
課
児
童
福
祉
係
　
☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
１
５
９
）

基本となる10の節電メニュー 削減効果
（削減率） チェック

エアコン

① 室温28℃を心掛ける
（設定温度を２℃上げた場合） 10％

② 「すだれ」や「よしず」などで、窓からの
日差しを和らげる（エアコンの節電になり
ます）

10％

③ 無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機
を使用する 50％

※除湿運転やエアコンの頻繁なオン、オフは電力増加になる場合があるため注意が必要

冷蔵庫
④ 設定を「強」から「中」に変え、扉を開け
る時間をできるだけ減らし、食品を詰め込
みすぎないようにする

２％

照明 ⑤日中は不要な照明を消す ５％

テレビ

⑥ 省エネモードに設定し、画面の輝度を下げ
て必要な時以外は消す

※ 標準から省エネモードに設定を変更し、使
用時間を２／３に減らした場合

２％

温水洗浄便座

⑦ 温水のオフ機能、タイマー節電機能を利用
する どちらかで

１％未満⑧ 上記⑦の機能がない場合、使わない時はコ
ンセントからプラグを抜く

ジャー炊飯器 ⑨ 早朝にタイマー機能で１日分をまとめて炊
き、冷蔵庫や冷凍庫に保存する ２％

待機電力
⑩ リモコンの電源ではなく、本体の主電源を
切る。長時間使わない機器はコンセントか
らプラグを抜く

２％

※資源エネルギー庁推計
※在宅家庭の日中の最大使用時（約1,200Ｗ）に対する削減率の目安

日中は、④冷蔵庫、⑦温水洗浄便座、⑩待機電力による節電をお願いします。
日中、不在の皆さんへ

節電チェック表

要約筆記ってご存知ですか？

乙訓地域要約筆記講座に参加しませんか
　
要
約
筆
記
と
は
、
聞
こ
え
に
障
が

い
の
あ
る
方
に
「
文
字
」
で
情
報
を

伝
え
る
方
法
。
要
約
筆
記
や
聴
覚
障

が
い
の
基
礎
知
識
な
ど
を
一
緒
に
学

び
ま
し
ょ
う
。

※
参
加
無
料

と
き
＝
９
月
３
日
〜
11
月
12
日

毎
週
火
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ
＝
▼
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
▼
向
日
市
福
祉
会
館
▼
長
岡
京

市
北
開
田
会
館

内
容
＝
要
約
筆
記
、
聴
覚
障
が
い
の

基
礎
知
識
な
ど

対
象
＝
乙
訓
二
市
一
町
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
18
歳
以
上
の
方

定
員
＝
20
人

申
込
方
法
＝
７
月
26
日
金
ま
で
に
▼

住
所
▼
氏
名
▼
年
齢
▼
連
絡
先
（
あ

れ
ば
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
▼
保
育
の
要
、

不
要
を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子

メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

問
＝
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
１
５
２
）

９
５
７
―
４
１
６
１

fukushi@
tow
n.oyam

azaki.
lg.jp

福
祉
医
療
支
給
制
度
の
対
象
が
変
わ
り
ま
し
た

父
子
家
庭
が
医
療
支
給
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
し
た

従
来
の
制
度
で
は

　
父
子
家
庭
世
帯
の
医
療
費
に
対
す

る
助
成
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。平

成
25
年
８
月
診
療
分

か
ら
は

　「
福
祉
医
療
費
（
母
子
）
支
給
制

度
」
に
父
子
家
庭
世
帯
が
新
た
に
加

わ
り
、「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
支

給
制
度
」
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
＝
左
記
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
と
、
そ
の
児
童

① 

配
偶
者
の
な
い
男
性
ま
た
は
女
性

で
あ
る
こ
と
。

② 

18
歳
に
達
し
た
日
以
後
、
最
初
の

３
月
31
日
を
迎
え
る
前
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
こ
と
。

所
得
制
限

　
ひ
と
り
親
家
庭
で
あ
っ
て
も
、
前

年
の
所
得
金
額
（
同
居
す
る
扶
養
義

務
者
を
含
む
）
が
一
定
範
囲
を
超
え

る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

（
例
）
２
人
世
帯
（
親
と
子
）
の
場

合
…
年
間
給
与
収
入
４
２
０
万
円

以
下
で
あ
れ
ば
対
象
。

現
在
受
給
し
て
い
る

母
子
家
庭
の
方
は

　
現
在
の
受
給
者
証
は
７
月
末
日
で

有
効
期
限
を
迎
え
ま
す
。
受
給
者
証

更
新
の
申
請
書
を
７
月
中
旬
頃
に
送

付
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
と
健
康
保
険

証
を
持
っ
て
、
役
場
１
階
７
番
窓
口

ま
で
更
新
の
手
続
き
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

新
た
に
申
請
す
る
に
は

（
主
に
父
子
家
庭
の
方
）

　
７
月
中
に
世
帯
全
員
分
の
健
康
保

険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
役
場
１
階

７
番
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
１
月
２
日
以
後
に
大
山
崎
町

へ
転
入
さ
れ
た
場
合
は
、
１
月
１
日

に
住
民
票
が
あ
っ
た
市
町
村
で
平
成

25
年
度
の
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

を
取
得
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
８
月
か
ら
、
母
子
家
庭
に
対
す
る
福
祉
医
療
費
支
給
制
度
の
対
象
に
父
子
家
庭
が
加
わ
り
、「
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
費
支
給
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
所
得
制
限
も
見
直
し
と
な
り
、
ひ
と
り
親
家

庭
で
あ
っ
て
も
一
定
の
所
得
水
準
に
あ
る
世
帯
は
制
度
の
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
係
（
１
階
７
番
窓
口
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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□
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
シ
リ
ー
ズ
防
災

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R
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□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題  Tow

n  Topics

□
　Inform

ation

□
　
伝
言
板
　M

essage

ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽
し
い
花
火

　
お
も
ち
ゃ
花
火
は
種
類
も
豊
富
で
、
夏

の
楽
し
い
遊
び
の
ひ
と
つ
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
花
火
の
楽

し
い
思
い
出
を
残
し
て
あ
げ
る
た
め
に

も
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
き
ち
ん
と
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
迷
惑
に
な

ら
な
い
場
所
と
時
間
で
、
後
始
末
を
き
ち

ん
と
行
い
、
使
用
法
や
警
告
、
注
意
書
き

を
守
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

花
火
で
遊
ぶ
と
き
の
注
意

○ 

花
火
の
遊
び
方
を
よ
く
読
ん
で
、
必
ず

守
る
。

○ 

花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や

す
い
も
の
が
あ
る
場
所
で
し
な
い
。
　

○
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
を
や
め
る
。

○
水
を
必
ず
用
意
す
る
。

○
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ
。

○ 

た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火
を
つ

け
な
い
。

シリーズ
災害現場からの
アドバイス

うっかりミスだけでなく、思いもよら
ぬことが原因で火災となるケースが
あります。ここでは、いろいろな火
災の原因を紹介します。

蚊取り線香による火災に注意
　これからの季節に蚊取り線香は必需品。蚊取り線香と
聞いて火災を連想する方は多くありませんが、次のよう
な火災が起こることもあります。

―蚊取り線香による火災事例―
事例１…窓に置いた蚊取り線香が室内に落下
　30代男性が自室の窓の敷居の上に蚊取り線香を置き、
その場を離れた。
　そのあと、窓に吊るしたすだれが風にゆれ、火のつい
た蚊取り線香の容器と接触。床に敷いてあるカーペット
の上に落下したため、自宅を半焼する火災になった。

事例２…蚊取り線香をゴミ箱に
　40代女性が、紙くずの入っているゴミ箱に蚊取り線香
の灰を捨てた。そのあと、燃え尽きずに残っていた火種
が紙くずに燃え移り火災になった。

事例３…蚊取り線香がタオルケットに接触
　90代女性が蚊取り線香をつけたまま就寝。その間に、
タオルケットが蚊取り線香に接触したため火災になった。

　蚊取り線香の火は小さく見えますが、炎を出さずにゆ
っくりと燃焼を継続し、
いずれ炎を伴う有炎燃焼
になります。燃え移るも
のが近くにあるなど、状
況が揃えば火災になるこ
とがあるので、小さな火
だからといって油断をし
ないでください。

普
通
救
命
講
習

　
▼
心
肺
蘇
生
法
（
人
口
呼
吸
、
胸
骨
圧

迫
）
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
▼
止
血
法
▼
そ

の
ほ
か
応
急
手
当
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
受
講
無
料

と
き
＝
7
月
21
日
日

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
＝
長
岡
京
消
防
署
３
階
会
議
室

定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間
＝
7
月
1
日
月
〜
19
日
金

申
込
方
法
＝
受
講
申
込
書
（
消
防
署
に
置

い
て
い
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
左
記
ま
で
。

問
＝
大
山
崎
消
防
署
救
急
係

大
山
崎
町
水
防
訓
練
を
実
施

　
６
月
２
日
日
長
雨
や
集
中
豪
雨
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
前
に
、
水
害
に
よ
る
被

害
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
▼
大
山
崎
町
▼

大
山
崎
町
消
防
団
▼
大
山
崎
消
防
署
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　土砂災害の多くは、大雨で突発的
に発生します。梅雨の時期に激しい
雨が降ると土砂災害が発生する危険
が高くなるので、土砂災害に備え、
次の３つの対策を実行してください。
○ 土砂災害の危険がある場所を確認
　土砂災害のハザードマップで、家
の周りの危険箇所を確認し、いざと
いうときにどこへどのように避難す
るのか、家族やご近所で話し合って
ください。
○土砂災害危険情報に注意！
　大雨などで土砂災害が発生する危

険が高まったときは、京都府と気象
庁が「土砂災害警戒情報」を発表し
ます。町はこれに基づいて、電子メ
ールや広報車で注意や避難を呼び掛
けます。なお、「土砂災害警戒情報」
はNHKテレビデータ放送や京都府
のホームページでも見ることができ

ます。
○早めに安全な場所へ避難する
　早めに避難所など安全な場所へ避
難してください。雷雨などで外に出
ることがかえって危険な場合は、２
階以上の建物の山の斜面から離れた
部屋に避難してください。

災害に備えて ②

　シリーズ２回目の今回のテーマは、土砂災害。土砂災害の対策について紹介します。
　本町では、昨年11月に谷田地区の２カ所、今年３月に円明寺地区の８カ所が「土砂災害警戒区域」
および「土砂災害特別警戒区域」に指定されました。

７月25日木７月の
月末整理日

図書の貸出
・返却時間 

平日 10:00～16:45
土日祝 10:00～16:15

☎957－1421図書室
（公民館内）

　予約・リクエストカードは１冊の
本につき、１枚記入してください。
　上下巻に分かれている本は２枚、
シリーズものはそれぞれに１枚ずつ
必要です。
　予約多数の場合は続編の本を借り
るのに、お待ちいただくこともあり
ます。ご了承ください。

予約リクエストカードの
記入について

父　水上勉
幼くして生き別れ、
30余年の時を経て
探し当てた父は敬愛
する作家・水上勉で
あった。長年、他人
として生きてなお、
父子の血の繋がりの
深さを感じさせるエ
ッセー。

窪島 誠一郎／著　
白水社

飛べ！　マジカルのぼり丸

明日はこどもの日。
パパが新聞紙で作っ
てくれた小さなこい
のぼりが巨大化し、
ぼくを乗せて大空を
かけぬける！　初
詣、節分、ひなまつ
り…年中行事をめぐ
る大冒険！！

斉藤 洋／作
講談社

ネガポ辞典
ネガポ辞典制作委員会／著　主婦の友社

ことばの力学
白井 恭弘／著　岩波書店

ポジティブ心理学入門
クリストファー・ピーターソン／著　春秋社

豆乳スムージー
岩本 恵美子／著　文化出版局

おしりをしりたい
鈴木 のりたけ／作　小学館

怪談図書館ガイドブック １･ ２
本橋 靖昭／作　国土社

ルルとララのにこにこクリーム
あんびる やすこ／作・絵　岩崎書店

ロボット世界のサバイバル ３
金 政郁／文　朝日新聞出版

一般書 児童書
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場
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防
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す


